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　『教育復興』誌は、東京書籍株式会社（以下、東京書籍）内に設置された新日本教育研究
所により発行され、1948 年 9 月に創刊号が発行されて以来、1951 年 7 月までに 24 冊が発行
された。24 冊の詳細は、巻末に掲載した目次集を参照されたい。
　東京書籍社史編集委員会編『近代教科書の変遷　─東京書籍七十年史─』によれば、1947
年 9 月に文部省が検定教科書制度の実施を発表し、49 年 4 月から検定教科書が使用される
ことが決まると、東京書籍は検定教科書発行会社となる態勢を整え始めたという 1。48 年 3
月には企画部が設けられ、検定教科書発行のための編集基本方針策定が行われた。
　1948 年 4 月には、社内に教育研究機関として新日本教育文化研究所が設置された 2。同所
は「新しい日本の教育の進むべき道を明らかにすることをめざし」て設置され 3、教科書以
外の出版物の編集・発行を計画した。
　『教育復興』誌は、上記の新日本教育文化研究所により発行された雑誌であり、「新教育へ
の動向を示し、検定教科書の内容を解説して使用者の便に供するため」創刊されたものであ
り 4、東京書籍最初の機関誌であった 5。誌名には「終戦直後の混乱期に、教育を通して日
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本を文化国家として復興させようとする願いがこめられていた」とされる。
　同研究所は、社内の事情により 2 ヶ年で閉鎖されるが（1950 年 5 月閉鎖）、東京書籍によ
り同誌の編集発行は継続され、1950 年 8 月号まで月刊誌として、その後は 51 年 7 月まで季
刊誌として発行された。

第 1 巻第 1 号：1948 年 9 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
◇発刊の言葉� （表 2）
新しい日本を創造する教育� 関口泰（2）
・社会科特集・
生活教育における社会科の地位� 梅根悟（8）
社会科教室・録音と批判
◇社会科学習指導の実際　室井光義� ◇録音（17）
◇批判・新聞学習の二つの立場� 柳田國男（25）
◇批判・壁新聞から新聞の社会学習へ
� 海後宗臣（26）
社会科の成立� 岡津守彦（28）
社会科学習に望まれる教科書� 矢口新（31）
社会科国定教科書批判� 八木能生（35）
随筆
　民謡のことなど� 兼常清佐（38）
　蛙（絵と文）� 里見勝藏（52）
今日の学校の環境（ルポルタージュ）
� 古谷綱武（40）
研究発表
　・家庭科指導計画と実際問題� 長岐慶子（46）
　・中等理科指導� 吉本市（49）

〈閲覧室〉清水幾太郎「今日の教育」� 石山脩平（58）
◇教育復興� （60）
◇学級文庫� 高山毅（64）
◇潮目� （55）
◇教育映画� 小林馨（62）
★研究所だより・編集室� （表 3）
表紙　　須田國太郎
カット　吉岡憲

第 1 巻第 2 号：1948 年 10 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
アメリカの教育特集

資料 1．『教育復興』誌目次集
・本目次集を作成するにあたっては、編者が所蔵機関に出向き現資料を確認した。
・所蔵機関名を巻号・発行年月右横のカッコ内に記した。
・執筆者名右横のカッコ内の数字はページ数を表す。

座談会　アメリカの教育を語る
� 阿部行藏・坂西志保・武谷光男（2）
生活経験からの学習� 海後宗臣（24）
アメリカ農村の青少年教育� 平沢薫（30）
アメリカの小学校の実際
　 ─ シンシナティ公立学校の低学年の手引き書 ─
� 木宮乾峰（35）
随筆
　養魚池の誘蛾燈� 水原秋櫻子（42）
　秋の眺め（絵と文）� 野間仁根（52）
教育の二つの面（ルポルタージュ）� 八木能生（46）
研究発表　統合教科課程への歩み
� 宇佐美安雄（54）

〈閲覧室〉海後宗臣「教育編成論」� 石山脩平（60）
教育復興� 松原三吉（44）
◇潮目� （57）
◇学級文庫� 高山毅（64）
◇教育映画� 小林馨（62）
★編集室� （表 3）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 1 巻第 3 号：1948 年 11 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
農村教育特集
農村における技術改革と児童教育� 福島要一（2）
座談会　農村における児童教育の現状� （9）
むずかしい農村教育� 中村吉治（23）
第一回検定教科書展示会を見て� （38）
自覚不十分な展示会� 仲新（42）
随筆　小学校の思い出（絵と文）� 曾宮一念（36）
学習心と興味心（ルポルタージュ）� 古谷綱武（30）
率直な研究発表� 木宮乾峰（45）
研究発表
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・転換期の国語教室� 白井禄郎（48）
・小・中学校における衛生教育� 片岡亀栄（50）

〈閲覧室〉宗像誠也「教育再建」� 石山脩平（62）
◇教育復興� 松原三吉（56）
◇学級文庫� 高山毅（60）
◇潮目� （54）
◇教育映画� 小林馨（58）
★研究所だより・編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 1 巻第 4 号：1948 年 12 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
特集・教師・教育・教養
新しい教養について� 加茂儀一（2）
座談会　教養の問題を中心にして
　奥崎直幸・武田一郎・中井正一・新井格・
　眞下信一・松原元一� （10）
新教育についての断想� 柳田國男（28）
随筆
　教育新興� 中川善之助（26）
　巴里の画室（絵と文）� 三雲祥之助（40）
綴方教室のその後（ルポルタージュ）� 田宮虎彦（32）
問題は再び残された� 矢口新（37）

（閲覧室）社会科関係の著書をめぐって
� 石山脩平（42）
研究発表
　国語教育と単元学習� 饗場一雄（54）
　数学教育偶感� 木村順次（57）
忘れ得ぬ教え子� 冨田義雄（48）
教育復興� 松原三吉（46）
潮目� （51）
学級文庫� 高山毅（60）
教育映画� 小林馨（62）
☆編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 1 号：1949 年 1 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
特集・新しい国語教育への示唆
国語教育革新の構想� 西尾実（2）
座談会　新しい国語教育はどうあるべきか
　石井庄司・岩淵悦太郎・大村浜・上飯坂好実・
　釘本久春・輿水実� （10）
国語科教室・録音と批判� （28）
◇国語科二年学習の実際　松居早苗／◇録音� （30）
◇批判・国語単元学習の建設� 志波末吉（36）
◇批判・国語指導記録を読んで� 滑川道夫（38）

◇批判・話し方と読み方� 柳田國男（40）
随筆
　赤坂離宮のソファ� 岸田日出刀（42）
　旅あれこれ（絵と文）� 向井潤吉（56）

〈閲覧室〉梅根悟「新教育への道」� 石山脩平（60）
社会的必要から見た数学教科書� 松原元一（44）
めぐまれた環境（ルポルタージュ）� （50）
研究発表　衛生教育の実際問題� 杉浦守邦（47）
◇教育復興� 松原三吉（54）
◇潮目� （58）
◇学級文庫� 高山毅（62）
◇編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 2 号：1949 年 3 月 1 日
� （国立国語研究所研究図書室）
特集・これからの算数教育
算数教育と新しい教科書� 彌永昌吉（2）
新しい算数教育への構想� 宮崎勝弐（9）
数学科の単元構成について� 井上義夫（11）
私は算数をこのようにして教える� 北山巽（18）
教育の制度・事実・理論のずれについて
� 宗像誠也（22）
アメリカの教育から学ぶもの� 阿部行藏（36）
随筆
　故人追慕の施設� 藤島亥治郎（46）
　東京の雪（絵と文）� 鈴木信太郎（34）
閲覧室　カリキュラムの研究� 石山脩平（49）
阿呆の疑問� 能勢朝次（56）
学校劇の記録� 小柴千枝子（27）
研究発表　生活教育中の国語教育� 滑川道夫（52）
△教育復興� 松原三吉（58）
△潮目� （42）
△学級文庫� 高山毅（60）
△編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 3 号：1949 年 5 月 1 日
� （国立国語研究所研究図書室）
特集・今日の教育批判
教育の明暗� 中島健藏（2）
民主主義の行きすぎについて� 坂西志保（30）
児童画によせて� 斎藤長三（8）
新音楽教育へ進む人々へ� 堀内敬三（10）
児童文化運動との交流を� 関英雄（12）
教育以前のこと� 岡本良雄（15）
いかなる時代にも� 竹内てるよ（18）
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フランスの教育� 稲村耕雄（20）
たがための言葉� 藤田貞次（23）
懇親会� 森於菟（26）
随筆
　くすのきをきって� 大類伸（38）
　悪童時代（絵と文）� 宮本三郎（28）
良い学校・近い学校� 末松満（41）

〈閲覧室〉今後の教育哲学� 石山脩平（48）
研究発表
　社会科経営の記録から� 樋口澄雄（52）
　ドリル学習の提唱� 上飯坂好実・沢口靖（56）
◇教育復興� 松原三吉（50）
◇潮目� （44）
◇学級文庫� 高山毅（62）
◇書評� （37）
◇教育ニュース� （60）
◇編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 4 号：1949 年 6 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
特集・国定教科書批判と検定教科書に望むもの
国定国語読本に対する感想� 上飯坂好実（23）
国定国語教科書のありかた� 鳥山榛名（27）
文部省著作「中学生の数学」について
� 黒田孝郎（32）
算数検定教科書への要望� 加藤康順（36）
社会科教科書寸評� 高橋早苗（40）
国定教科書の批判と検定本への希望� 平良惠路（44）
現地座談会　於名古屋
　教科書に望むもの
　　　遠藤邦三・渡辺房雄・秋田　一・伊藤春三・
　　　加藤盛夫・高見光二・横井栄三・吉田香三（8）
教育のモラル� 新井格（2）
日本の風物（絵と文）� 野口彌太郎（50）
書斎雑記（随筆）� 山口青邨（20）
中学校生徒の社会的関心についての一つの調査
　（研究発表）� （58）
★閲覧室★乙竹岩造「教育学」� 石山脩平（52）
教育復興� 松原三吉（48）
潮目� （55）
学校文庫� 高山毅三（62）
編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 5 号：1949 年 7 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）

特集・これからの教科書
座談会　これからの教科書�
� 柳田國男・彌永昌吉・海後宗臣・藤田貞次（2）
教科書展覧会について� 仲新（20）
涼風随想
　夏景と絵具� 川端龍子（22）
　巴里の野外劇� 小松耕輔（23）
　心のびやかに� 村岡花子（24）
　初夏の感懐� 土屋喬雄（25）
　夏� 小倉金之助（26）
　一字の師� 山口誓子（27）
　タラの木と手拭� 土屋文明（28）
　猫の出産� 澁川驍（29）
　酷暑克服の弁� 石田一松（30）
地方座談会　算数と理科の教科書をめぐって
　（於神戸）� （36）

〔絵と文〕愛される街のポスター� 岡鹿之助（54）
〔閲覧室〕明石附小プランをめぐって� 八木能生（56）
研究発表
　「生活単元学習（試案）」構成の概況
� 横井榮三（45）
　学習効果判定について� 吉田香三（49）
◇私の夏休み（アンケート）� （32）
◇教育復興� 松原三吉（52）
◇潮目� （60）
◇学校文庫� 高山毅三（62）
◇編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　　　野間仁根・吉岡憲
目次カット　曾宮一念

第 2 巻第 6 号：1949 年 8 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
☆特集☆教科書に望むもの
国語教科書の変遷私観� 西尾実（14）
社会の進歩とカリキュラムの発達� 高木太郎（20）
地方座談会
　新教育の実際と新しい教科書（於・仙台）� （2）
　金沢市教育の現状（於・金沢）� （25）
随筆
　天災と鳥� 内田清之助（36）
　出題者と解答者� 永野為武（38）
　猫� 円地文子（44）
　伊豆あちらこちら（絵と文）� 三岸節子（42）
不良化防止について〔研究発表〕� 今村四郎（55）
単元構成への歩み〔研究発表〕� 越野直雄（52）
二十五年度使用教科書　展示会実施要綱抜粋� （46）
私の夏休み（アンケート）� （49）
教育復興� 松原三吉（50）
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潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙　　須田國太郎
カット　野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 7 号：1949 年 9 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
教育雑感� 蠟山政道（24）
教育のモラル� 山川菊栄（17）
性教育の構成� 木下正雄（30）
随筆
　季節のオルゴール� 奥野信太郎（21）
　レクリエーションとしての文学� 百田宗治（46）
　秋を待つ心（絵と文）� 鳥居敏文（50）
座談会　新しい教育の方向
　天野貞祐・田中耕太郎・高瀬荘太郎・田村文吉�（2）
視覚教育の実態（（研究発表））� 森高芳（54）
社会科教科書への一考察（（研究発表））
� 矢内庸克（57）
地方座談会　国語教科書をめぐって（於・前橋）�（37）
教育復興� 松原三吉（52）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・吉岡憲
目次カット・三雲祥之助
カット・野間仁根・吉岡憲

第 2 巻第 8 号：1949 年 10 月 1 日
� （東京大学教育学部図書室）
☆特集☆新しい表記法
座談会　新しい表記法と国語改革
　岩淵悦太郎・竹山道雄・土岐善麿・林大・
　山本有三・藤田貞次� （2）
表記法そのほか� 安藤正次（19）
漢字仮名まじり文における正字法� 岩淵悦太郎（22）
新かなづかいの疑問（ルポルタージュ）
� 田宮虎彦（28）
教員の修養について� 本多顕彰（33）
母の身となって� 森安由貴子（40）
随筆
　明治文学雑記� 久松潜一（32）
　うちのねこ（絵と文）� 仲田菊代（54）
国語検定教科書について� 平井昌夫（42）
単元ということば� 藤松宏（45）
研究発表
　社会科の危機� 徳山正人（47）
　低学年におけるドラマティックプレイ

� 木川達爾（51）
書評　鳥山榛名「新しい作文学習」� 手崎政男（56）
教育復興� 松原三吉（58）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・吉岡憲
カット・野間仁根・三雲祥之助・吉岡憲

第 2 巻第 9 号：1949 年 11 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
特集・世界の教育現状�
新日本の再建と教育� 高瀬荘太郎（2）
イギリスの教育現状� 卜部敏男（4）
ドイツ教育界の動向� 樽井近義（9）
ソ連の教育� 新関欽哉（16）
中国教育の現実性� 飯塚朗（20）
天文学と理科の教科書� 鏑木政岐（26）
学校劇私論� 坪内士行（30）
随筆
　映画館にて� 森三千代（34）
　パリの秋（絵と文）� 佐藤敬（24）
国語科二年学習の実際・実際と批評� （37）
国語科二年学習の実際� 橋本徳三（38）

「みえなくなったまり」の指導に関連して
� 福島鶴吉（43）
男女共学を試みて（研究発表）� 矢内庸克（50）
文献紹介『民俗学の話』� （47）
教育復興� 松原三吉（48）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・吉岡憲
カット・野間仁根・三雲祥之助・吉岡憲

第 2 巻第 10 号：1949 年 12 月 1 日
� （東京大学教育学部図書室）
特集・単元学習の吟味
教育者の政治的関心について� 中村哲（2）
国語の単元と教科書� 倉沢栄吉（9）
社会科の指導方法を貫くもの� 小山昌一（14）
算数教育と単元学習� 根本力雄（19）
理科の単元学習について� 西野戍俊（23）
教育のことなど� 高橋禎二（27）
情操の心理的構造と教育� 高橋省己（46）
教育界の現状分析� 中島健藏（31）
教育界のあゆみ� 宮原誠一（37）
随筆
　ことばづかいの吟味� 青江舜二郎（52）
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　くり（絵と文）� 中村研一（44）
社会調査と学習活動（研究発表）� 山鹿誠次（41）
書評　近代文学社編「現代日本文学辞典」� （58）
教育復興� 松原三吉（56）
潮目� （59）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・吉岡憲
カット・野間仁根・吉岡憲

第 3 巻第 1 号：1950 年 1 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
教育上の機会均等と学校系統� 戸田貞三（2）
教育の主体的前進� 石山脩平（7）
座談会　国語教育の進むべき道
　上飯坂好実・小椿誠一・近藤弘文・松井藤雄・
　三沢進・吉田瑞穂・藤田貞次� （12）
検定雑感� 土岐善麿（26）
冬・星・旅（絵と文）� 吉岡憲（40）
教科書批判　「日本のいなかの生活」� 山鹿誠次（42）
小学校における作文の指導� 吉田瑞穂（45）
楽しめる科学博物館
� ハーランド・マンチェスター（36）
地方座談会　「新しい国語」をめぐって
　（福島県喜多方町で）� （36）
教育風土記①　名古屋市教育の現状� 遠藤邦三（32）

〔教師のための文学講座　一〕二葉亭四迷
� 吉田精一（48）
教育復興� 松原三吉（54）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・野間仁根・吉岡憲・三雲祥之助

第 3 巻第 2 号：1950 年 3 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
★特集★芸能教育の新方向
音楽教育におけるカリキュラム� 花村大（2）
学校劇について� 田治林太郎（6）
図画工作教育のあり方� 桑原実（10）
今後の図工教育� 松江栄子（14）
国語カリキュラムの作り方と国語教科書の単元的な
使い方� 輿水実（16）
現代アメリカ教育視察印象記� 大野連太郎（34）
教育風土記　2　島根県教育の現状
� 渡部壽賀雄（40）
教師のための文学講座　二　透谷と一葉
� 吉田精一（52）

「社会と政治」について〈教科書批判〉
� 徳山正人（46）
そぞろがき〈随筆〉� 日夏耿之介（30）
陽光を恋う〈絵と文〉� 足立源一郎（50）
教育復興� 松原三吉（58）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
目次カット・鈴木信太郎
カット・野間仁根・三雲祥之助・吉岡憲

第 3 巻第 3 号：1950 年 4 月 1 日� （日本近代文学館）
◇児童図書批判
児童出版に望む� 滑川道夫（2）
表紙とさしえ� 里見勝蔵（9）
児童雑誌編集の方向� 吉田甲太郎（14）
私の読んだ本から� 坂西志保（18）
座談会　児童雑誌の進むべき道
　川上千尋・清水利雄・高村重雄・高橋千里・
　藤田圭雄・藤田貞次� （22）
読書調査をかえりみて� 橋野英貫（34）
新かなづかいは確実に実践されているか
� 須藤久幸（40）
歴史教育について〈随筆〉� 今井登志喜（44）
パリの春〈絵と文〉� 中山巍（38）
教師のための文学講座　独歩と藤村� 吉田精一（54）
教育風土記　仙台市を中心とする宮城県の教育現状
� 千葉徳二（47）
教育復興� 松原三吉（52）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・吉岡憲・野間仁根

第 3 巻第 4 号：1950 年 5 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
特集・新しい理科教育への示唆
科学教育の精神� 加茂儀一（2）
新しい理科学習の進め方� 加藤嘉男（8）
理科と実験指導� 羽生鶴壽（14）
理科の単元と指導計画のたて方� 西野戍俊（20）
理科教育の背景� 立花太郎（25）
教科書をつくるのはむずかしいもの� 服部静夫（28）
随筆　気象における Why と How� 和達清夫（38）
天文の指導について� 野尻抱影（31）
理科教育と映画� 望月衛（42）
教育風土記④　前橋を中心とした群馬県の教育
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� 岸茂（48）
教師のための文学講座　4　夏目漱石� 吉田精一（54）
教育復興� 松原三吉（52）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・野間仁根・吉岡憲

第 3 巻第 5 号：1950 年 6 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
★特集・社会科教育の動向
社会科と道徳教育� 長坂端午（18）
社会科と歴史� 徳山正人（23）
社会学習の視覚化� 矢口新（28）
社会科としての見学指導� 松井藤雄（34）
よりよき環境の設定（ルポルタージュ）
� 八木能生（38）
座談会　社会科教育の歩み
　飯島篤信・大野連太郎・海後宗臣・櫻福之助・
　高橋早苗� （2）
直観力の喪失（絵と文）� 岡本太郎（44）
教育風土記 5　石川県における小・中学校の教育
� 橋本芳契（46）
教師のための文学講座 5　森鷗外
� 吉田精一（52）
教育復興� 松原三吉（58）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・斎藤長三・吉岡憲・野間仁根

第 3 巻第 6 号：1950 年 7 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
教育評価の現状� 小見山栄一（2）
話し方教育の学習指導計画論（一）� 平井昌夫（42）
特集・国語学習と評価
　国語科と評価� 倉沢栄吉（9）
　低学年における国語学習と評価� 上飯坂好実（14）
　高学年における国語学習と評価� 花田哲幸（20）
　国語学習の角度をしぼって� 近藤弘文（27）
　夏休みの国語指導計画� 柳内達雄（31）
教育風土記 6　埼玉県のカリキュラム運動
� 中川秀夫（35）
パリの夢《絵と文》� 伊藤廉（40）
教師のための文学講座 6　幸田露伴� 吉田精一（54）
教育復興� 松原三吉（53）
潮目� （60）

学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・伊藤廉・斎藤長三・吉岡憲

第 3 巻第 7 号：1950 年 8 月 1 日
� （東京学芸大学附属図書館）
特集・これからの算数教育
数学教育の使命� 池原止戈夫（2）
低学年における算数の指導計画と実際
� 加藤康順（20）
高学年における算数の指導計画と実際
� 金兒賢治（26）
中学校における数学の指導計画� 松原元一（31）
座談会　これからの算数教育
　彌永昌吉・海後宗臣・香取良範・黒田孝郎・
　高森敏男・森規矩男� （7）
夏休みの算数学習� 根本力雄（35）
検定教科書と現場� 小林実（40）
話し方教育の学習指導計画論（二）
� 平井昌夫（42）
教育風土記 7　岩手県の教育現状
教育復興� 松原三吉（52）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里岡勝藏
カット・伊藤廉・野間仁根・吉岡憲

第 3 巻第 8 号：1950 年 9 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
★特集・学習指導記録とその批判
新教育の反省と前進� 森昭（2）
学習指導記録とその批判
　六月下旬の学習記録（一年生）
� 中央区明石小学校　福島鶴吉（9）
　五月の学習指導記録（三年生）
� 中野区桃園第三小学校　矢崎一樹（22）
　社会科単元 “ 放送 ” の展開（六年生）
� 世田谷区代沢小学校　樹下尚子（30）
批判座談会　学習指導記録をめぐって
　上田薫・大田堯・小沢栄一・倉沢栄吉・吉野正男
� 1…（16）
� 2…（26）
� 3…（37）
話し方教育の学習指導計画論（三）
� 平井昌夫（48）
鑑賞への一考察（絵と文）� 林武（46）
教育風土記 8　山口県学校教育の動向
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� 橋本重治（41）
教育復興� 松原三吉（58）
潮目� （60）
学校文庫� 高山毅（62）
編集室� （64）
表紙・里見勝藏
カット・伊藤廉・斎藤長三・吉岡憲

季刊第 1 号：1951 年 1 月 1 日
� （東京大学教育学部図書室）
随筆
　軍用船の旅� 柴沼直（2）
　愛情と生活� 小堀杏奴（3）
　書物の寿命と運命� 大宅壮一（4）
　奇妙な文学� 木々高太郎（5）
　伊勢の古俗� 柳田国男（44）
　教育にゆかりの建碑� 海後宗臣（45）
　アメリカ教科書会社をおとなうの記
� 彌永昌吉（46）
改訂コース・オブ・スタディについて� （48）
アメリカの教員生活� 岡津守彦（40）
東書の教科書による ─ 私の学習指導 ─
　国語� （7）
　算数� （12）
　社会� （16）
　理科� （19）
東書各教科書によるカリキュラム
　社会� （20）
　国語� （25）
　算数� （30）
　理科� （35）
東書各教科書の採択分布図� （58）
東書教科書講習会� （55）
教育風土記� （56）
現場の声� （62）
営業部だより・編集室� （64）
カット…吉岡憲・野間仁根

季刊第 2 号：1951 年 4 月 1 日
� （東京大学教育学部図書室）
随筆
　さしみ� 佐藤垢石（2）
　むりをするな� 坂西志保（3）
　教育私見� 中野好夫（4）
　いぼの教え� 服部静夫（5）
　「善魔」のことなど� 飯島正（7）
　小説と伝説� 村上元三（8）
　ローマ字教育のために� 土岐善麿（10）
道徳教育振興についての文部省の対策

� 木宮乾峰（12）
道徳教育と教師の問題� 野口彰（15）
教育家の社会的地位� 釘本久春（18）
誌上講習会
　作文教育の諸問題� 吉田瑞穂（20）
　地図の指導と絵地図について
� 高橋早苗・勝俣泰蔵（24）
　小学珠算の指導要領� 香取良範（31）
　東書教師用指導書による理科実験の指導
� 西野戍俊（36）
東書各教科書によるカリキュラム
　国語� （40）
　算数� （52）
　社会� （46）
　理科� （57）
教育風土記� 田中新吉（62）
表紙解説� （11）
東書だより� （64）

季刊第 3 号：1951 年 7 月 1 日
� （国立教育政策研究所教育図書館）
随筆
　むすこ上京� 上林暁（2）
　記憶� 向井潤吉（3）
　理科教育における天文教材の活用� 鏑木政岐（4）
　八重なでしこ� 中島斌雄（5）
誌上講習会
　低学年の国語教師� 上飯坂好実（7）
　改訂「新しい算数」における数計算の指導
� 金兒賢治（12）
　東書教師用指導書による理科実験の指導
　（その二）� 西野戍俊（16）
土岐善麿編「新しいローマ字」を読んで
� 三木壽雄（20）
土岐善麿先生と「新しいローマ字」� 青山正治（22）
座談会
　「新しい図画工作」について� （24）
　新しい音楽教育の方向� （28）
　「新しい社会科」をどう活用するか� （32）
東書発行の「新しい理科」と新学習指導要領との関係

（一年─三年）� （38）
《教育風土記》新潟県の巻� 大橋士郎（48）
表紙解説� 摩寿意善郎（6）
東書だより� （48）

（まるやま　つよし　本学非常勤講師）
（おだか　すすむ　本学准教授）


